
訓
練
校
の
教
員
と
学
生
に

日
本
の
技
術
を
伝
え
る

　
イ
ン
ド
の
自
動
車
の
年
間
生
産
台
数

は
世
界
第
4
位
。
そ
れ
を
支
え
る
自
動

車
部
品
産
業
は
国
内
総
生
産（
G
D
P
）

の
約
2
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
大

き
な
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
。
市
場

と
し
て
そ
の
可
能
性
に
期
待
し
、
ま
た
、

そ
ん
な
イ
ン
ド
の
産
業
に
も
寄
与
し
た

い
と
、
日
本
の
金
型
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

岐
阜
多
田
精
機
が
J
I
C
A
の
民
間

連
携
事
業
を
活
用
し
て
、
モ
ジ
ュ
ー
ル

金
型
（
コ
ラ
ム
参
照
）
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

育
成
を
行
っ
た
。
イ
ン
ド
で
操
業
す
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
部
品
を
納
め
る
の

は
欧
米
企
業
が
多
く
、「
日
本
企
業
が

取
り
残
さ
れ
そ
う
な
危
機
感
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
の
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
教
育
し

て
、
同
国
の
自
動
車
部
品
産
業
の
裾
野

を
広
げ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」
と

同
社
代
表
の
多
田
憲
生
さ
ん
は
話
す
。

自
社
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
部
品
メ
ー

カ
ー
が
進
出
す
る
た
め
の
地
盤
を
つ
く

り
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
多
田
さ

ん
は
イ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。「
民
間
企

業
と
い
う
立
場
だ
け
で
は
な
く
、
政
府

と
強
い
関
係
を
持
つ
J
I
C
A
の
事

業
と
し
て
実
施
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
公
的
機
関
に
広
が
る
の

で
、
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
が
増
す

だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
、
応
募
の

動
機
を
語
る
。

　
事
業
の
実
施
先
と
な
っ
た
の
は
、
イ

ン
ド
化
学
肥
料
省
が
統
括
す
る
研
究
機

関
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
学
・
技
術

中
央
研
究
所
（
C
I
P
E
T
）
の
ラ
ク

ナ
ウ
校
。
全
国
に
30
校
以
上
を
展
開
す

る
職
業
訓
練
校
の
一
つ
で
、
優
秀
な
人

材
が
集
ま
っ
て
い
る
も
の
の
「
金
型
製

造
技
術
は
低
い
印
象
で
し
た
」
と
多
田

さ
ん
。
取
り
組
み
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

り
か
ら
始
ま
り
、
ま
ず
は
現
地
の
8
名

の
教
員
に
岐
阜
多
田
精
機
の
社
員
が
モ

ジ
ュ
ー
ル
金
型
製
造
技
術
を
指
導
し
た
。

そ
の
後
、
教
員
が
17
名
の
学
生
に
技
術
を

教
え
る
際
に
も
社
員
が
指
導
補
助
を
行
い
、

確
か
な
知
識
が
伝
わ
る
よ
う
に
努
め
た
。

学
生
は
卒
業
制
作
と
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
金

型
の
製
造
に
挑
戦
し
、
そ
の
出
来
栄
え
の

よ
さ
は
現
地
の
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

注
目
を
集
め
た
と
い
う
。

現
地
法
人
で
5
名
採
用

〝
日
印
合
作
〞の
製
品
を

　
事
業
を
進
め
る
な
か
で
、
岐
阜
多
田

精
機
は
イ
ン
ド
の
企
業
と
共
同
で
現
地

法
人
の
イ
ン
ド
日
本
金
型
セ
ン
タ
ー
を

設
立
す
る
こ
と
に
。
指
導
し
た
学
生
を

5
名
採
用
し
た
ほ
か
、
他
の
学
生
に
も

日
系
企
業
へ
の
就
職
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
。「
イ
ン
ド
に
質
の
よ
い
モ

ジ
ュ
ー
ル
金
型
の
製
造
技
術
を
広
め
る

た
め
で
す
。
指
導
し
た
彼
ら
が
活
躍
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
い
将
来
、
弊
社

や
日
本
の
部
品
メ
ー
カ
ー
が
恩
恵
を
受

け
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
多
田
さ
ん
は
話
す
。
5
名
の
新

入
社
員
に
は
、
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
も
ら
お
う
と
日
本
の
自
社
工

立形（たてがた）マシニングセンタや3次元測定器やCAD*など日本製の機材は
JICAがラクナウ校に供与した。
＊ Computer Aided Designの略。手作業で行っていた設計や製図をコンピューターで行うプ
ログラム。

岐阜多田精機
多田憲生（ただ・のりお）さん
　1970年生まれ。岐阜多田精
機代表取締役社長。同社はプ
ラスチック射出成形用金型、ダ
イカスト鋳造用金型の専業メー
カーとして、自動車部品や水栓
関連製品などの金型を設計・製
造。アジア、ヨーロッパの企業と
も取引し、グローバルな事業を幅
広く推進している。

岐阜大学の次世代金型技術研究センターの教員も
講師としてラクナウ校を訪問。大学はCIPETと覚書を交
わし、連携や人材交流を進める予定だ。

India

インド
国名  ：インド

首都：
ニューデリー

 教員に伝える 学生に伝える日本でも学ぶ

明日を担う
エンジニアを育成

ラクナウ校の教員と学生たち。多田さんは、
彼らの母国での金型産業の発展を願う。

場
で
も
数
か
月
間
の
研
修
を
行
っ
た
。

「
ラ
ク
ナ
ウ
校
で
金
型
作
り
を
教
え
て

い
た
と
き
か
ら
そ
う
で
し
た
が
、
イ
ン

ド
の
若
者
に
は
〝
学
ぼ
う
〞
と
い
う
強

い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
と
て
も
教

え
が
い
が
あ
り
、
弊
社
の
年
輩
の
社
員

も
喜
ん
で
子
や
孫
に
接
す
る
よ
う
に
教

え
て
い
ま
し
た
。
同
年
代
の
若
手
社
員

に
と
っ
て
も
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
自

分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
奮
闘

す
る
彼
ら
の
姿
は
よ
い
刺
激
に
な
っ
た

は
ず
」
と
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
イ

ン
ド
の
社
員
を
高
く
評
価
す
る
。

　
多
田
さ
ん
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
金
型
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
の
利
点
に
つ
い
て

「
イ
ン
ド
と
日
本
で
合
作
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
」
と
言
う
。「
ま
ず
は
比

較
的
製
作
が
簡
単
な
ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト

な
ど
の
部
品
は
イ
ン
ド
で
、
難
易
度
が

高
い
コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
の
部
品
は
日

本
で
と
〝
日
印
合
作
〞
の
製
品
を
分
担

し
て
作
り
な
が
ら
、
技
術
の
共
有
と
低

コ
ス
ト
化
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

今
後
は
イ
ン
ド
の
製
造
業
を
リ
ー
ド
す

る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
金
型
部
品
製
造

を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図
り
な
が

ら
、
家
電
分
野
の
金
型
製
造
に
も
取
り

組
み
新
た
な
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

日本の高度な金型製造技術にラクナウ校の
教員たちも興味を引かれて話に聞き入る。

ラクナウ校の学生たち。約半年間
の時間をかけて金型の基礎をみっ
ちりと学ぶ。

現地に設立したインド日本金型センターに
入社したラクナウ校の卒業生（右）。日本
でも社員と一緒に技術を学んだ。

南アジア
18億人の鼓動

特集

インドの製造業が国内総生産（GDP）に占める割合は約16％。
その伸びしろに期待する日本の金型メーカーが、

若手エンジニアの育成事業を行った。

日本企業もインドへ !
新たなビジネス展開を

目指して

案件名 モジュール金型のエンジニア育成にかかる普及・実証事業
2018年11月～2020年6月

文●松井 健太郎

人材育成  エンジニア育成

　金型とは製品や部品を
成形加工するために使わ
れる、おもに金属製の型
のこと。たとえば自動車の
スイッチ部品やコネクター
には欠かせない。一般的
には一つの塊として設計
されるが、岐阜多田精機
が指導するモジュール金

型は土台となるベースユニットと、高度な技術が集約されたコアユ
ニットに分割できるように設計。ユニットの組み合わせで複雑かつ
高精度な成形加工が可能で、加えて、金型の破損が生じた場合
は、その部分だけを修理・交換すればよいという利点もある。

卒

業生
が作っ

たモジュール金型
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